
那覇市医師会報　春季号（第45巻・第2号）　平成29年
《報　告》

－ 6－

　2016年6月6日～7月1

日の約1ヶ月間、地区医

師会間初の試みとなる

職員交換研修で私は広

島県の福山市医師会に

お世話になりました。

　事の始まりは九州地区医師会立共同利

用施設連絡協議会で互いの地域医療連携

システムを紹介する中、同様の組織体で

同様の事業運営を行う施設間で職員を交

換すると新たな「気付き・刺激」があるの

ではないかというものでした。福山市医師会での研修期間は私にとってまさに「気付

き」と「刺激」の1ヶ月となりました。

　双方の医師会規模を比較すると会員数（A会員）と施設数はほぼ同じ規模で職員数、

健診事業が1.5倍～2.5倍となります。組織体制は那覇市医師会同様、事務局、看護専

門学校、検査センター、健診センターからなり、私が配属された情報システム室では

総勢14名のSE&スタッフでそのすべてのシステム・ネットワークインフラを整備・管理する

のみならず、会員施設のORCA導入支援・保守までを行っていました。また、医師会内の

各種委員会の中に「情報システム委員会」があり、担当理事を交えてシステムの在り方を

協議し、ICTの活用方法や今後の方向性を組織全体で検討している様子に感銘を受けまし

た。医師会内のSEとして今後どのようにICTを取り扱う環境を整備するかを模索してい

た私にとって刺激になったのはもちろんのこと、組織内における情報システム構築の

在り方の1つの答えを教わりました。

　このように同じ地区医師会として運営する中で同様の問題点や課題は数多くありま

す。例えば、健診部門では1受診者に対して事業所健診＋住民検診＋自己負担の追加

検査があった場合に1受診番号で対応するのか、それとも複数受診番号で対応するの

か。健保毎で異なる健診金額をシステムでどのように管理するのか。健診結果の進捗

管理、巡回のスケジュール管理、データ作成等々。それぞれの課題に対して各地区医

師会がそれぞれの答えで運営しているため、その課題解決策を共有する事によって事

務局、看護専門学校、検査センター、健診センターの各部門がより洗練された事業運

営となり得ると感じました。これまでにも九州地区医師会立共同利用施設連絡協議会

や各種メーリングリストでの情報共有はありましたが、今回、職員交換研修にて実際

に1ヶ月間働くことで互いの現場を直接肌で感じる事ができ、互いの運用面でのメ

リット・デメリットに気付くことができました。

職員交換研修を終えて

重　田　泰　秀那覇市医師会　生活習慣病検診センター　業務推進課　課長
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　私にとってこの1ヶ月間で見聞きしたもの全てが刺激となり、全ての出会いが価値

あるものとなりました。実際に福山市医師会で学んだ情報共有の在り方やシステム開

発を参考にグループウェアの導入や業務支援ツールの開発に着手しています。

　このような試みに参加できた事を光栄に思い、今後も他地区医師会間で職員交換研

修が行われる事を望みます。皆様のご支援有難うございました。

　この度、初めての取り組みとして那覇市医師会様との職員交換研

修を実施しました。派遣された体験者としての学びをご報告いたし

ます。

●【那覇市医師会の事業概要】
　那覇市医師会様では、当会と規模や組織が似ており、生活習慣病

センター、付属の看護学校・同じ施設に検査センターがあります。検査センターは15

年前から㈱SRLへの組織改変となっています。

●【職員の編成】
　那覇市医師会生活習慣病センターでは、正職員31名（保健師が3名、看護師が4名、

放射線技師3名、LHR担当3名、検査技師3名、受付・事務担当15名）と常勤医師が1名（そ

の他非常勤医師数名）おられます。臨時職員として20名、パート職員は25名で主に巡

回健診の看護師となっています。

那覇市医師会様との交換研修について

小林　真沙美福山市医師会健康支援センター　健診課　保健師

【ふくやま医師会広報　No.214より転載】



那覇市医師会報　春季号（第45巻・第2号）　平成29年

－ 8－

《報　告》

●【健診・研修中の業務内容】
　1日を通して90～100名程度受診されており、午前はドック、午後は定期健診を土曜

日以外毎日実施し、結果説明の希望者は先着にて保健指導（1日10名前後）に入ります。

日々の業務としては問診・採血、健診後の結果説明を行い、午後からは地域産業保健

センターとの共同事業としての健康相談訪問、各種ミーティングへの参加を経験する

ことができました。そして、研修中のプロジェクトとして、3名の保健師とともに

日々ミーティングを行い、保健指導の基本に立ち返り、受診者データを基に体系化に

向けた標準作業書の作成を行いました。こうした話し合いの場が持てたことは、普段

の知識の整理や新たな知識の共有の大切さを学ぶ貴重な時間となりました。そして1

つの成果として持ち帰ることで、当会の保健師がこれから共通して取り組める課題を

戴けたと思っています。

　また、与那国島への離島健診（婦人科健診）も同行させていただきました。与那国島

はDr.コトー診療所のモデルとなった日本の最西端の島です。飛行機や船で出向いて

健診を届けるのですが、予約をとらなくても受診者は終始来所され、マンモグラフィ

撮影技師も限界まで撮影を続けました。島に1つしか診療所がなく、医師も限られて

いるため、現地保健師との連携や、年1回の機会を逃さないようにできるだけ健診を

受けて頂けるようにする工夫や正しい知識の普及の重要性を学び、健診における意義

や使命感を改めて考えることができました。

●【当会との違い】
　当会との違いとしては、健診データがオンラインで結果が出力されることが大きな

違いです。そのため、結果説明の際に当日10時以降には検体の検査データが入った仮

報告書がでます。仮報告書をもとに保健師による当日結果説明を行い、また特定保健

指導対象者も自動判定で階層化することができます。当会では保健師が至急検体とし

てその都度依頼し、結果をもとに保健師が目視でメタボの階層化を行っており、当日

の保健指導対象者が健診を受けて帰るまで追跡が必要ですが、その手間が無い分、人

員の削減もでき、結果説明までの流れがとてもスムーズに感じました。
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　また、システム担当の職員が保健師と同フロアに所属しているため、システムの変

更や依頼がスムーズであり、心強いと感じました。那覇市医師会から交換で当会に来

て下さったシステム担当の重田さんには福山市医師会の保健指導システムを視て下さ

り、私たちの要望に応えていただきました。

●【受診者・スタッフとの会話から】
　受診者やスタッフとの会話から地域の特性を見ることもできました。那覇市は転勤

で来ている方も多く、環境の変化による健康リスクがあることや、近年の沖縄県では

飲酒・肥満に対する対策が重要課題であることから、受診者の生活から沖縄独特の生

活・食文化による影響や原因を探っていくことも興味深かったです。

●【所感】
　職員交換研修における最大の学びは、一人ひとりの職員から温かく歓迎して頂き、

他者を寛大に受け入れるという態勢の素晴らしさを感じたことでした。沖縄の古くか

らの方言で「いちゃりばちょーでー」、「ゆいまーる」という言葉があり、前者は「一度

出会ったらみんな兄弟」、後者は「助け合い」という意味だと教えていただきました。

那覇市医師会の皆様と共に働く中で、幾度もこの精神を感じることができました。当

会でもその精神を見習い、当職場の特色やアピールポイントを各職員が他者へ説明で

きる態勢でありたいと思いました。そして今後もこの交流を大切にすることで、両医

師会のメリットを吸収し、弱点を補いあいながら相互に発展していくことができれ

ば、とても心強く感じます。

　先日、9月3日に開催された全国医師会事務局連絡会（しらぬい）研修会にて今回の交

換研修の試みについて報告させていただき、全国の医師会の方にも多くの関心を示し

て頂きました。那覇市医師会と福山市医師会の「ゆいまーる」の絆が、他の医師会へも

繋がり、刺激が感化しながら波及していけば素晴らしいことだと思います。そして、

医師会という組織全体のさらなる発展を願っています。

　このたびお世話になった那覇市医師会の皆様、送り出して下さった当会の理事の先

生方、職員のおかげで貴重な体験をさせて頂けたことに、心から感謝いたします。


